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人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
に
あ
っ
た

情
報
処
理
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
古
く
は
京
大
式
カ
ー

ド
、
数
年
前
に
一
世
を
風
靡
し
た
超

整
理
法
、
最
近
で
は
Ｒ
Ｓ
Ｓ
を
利
用

し
た
ブ
ロ
グ
情
報
の
自
動
収
集
な
ど

で
あ
る
。
時
代
を
経
る
ご
と
に
技
術

は
進
歩
す
る
が
、
人
の
情
報
処
理
能

力
が
そ
れ
に
呼
応
し
て
伸
長
す
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
情
報
が
自
動
的

に
収
集
で
き
て
も
利
用
さ
れ
ず
に
無

駄
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
多

量
の
情
報
か
ら
有
用
な
情
報
を
抽
出

す
る
の
も
並
大
抵
な
力
業
で
は
か
な

わ
な
い
。
よ
り
多
く
ア
ク
セ
ス
さ
れ

る
情
報
か
ら
順
番
に
表
示
さ
れ
る
と

し
て
も
、
多
く
閲
覧
さ
れ
た
情
報
が

よ
り
貴
重
な
情
報
と
は
限
ら
な
い
。

最
後
は
、
利
用
者
の
識
見
に
依
存
す

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
時
間
の

節
約
は
、
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
り
容
易
に

な
っ
た
。
現
場
に
行
か
な
く
と
も
、

ま
た
専
門
家
に
聞
か
な
く
と
も
情
報

収
集
は
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
当

館
は
現
在
提
供
し
て
い
る
文
献
関
係

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
横
断
的
検
索
を

模
索
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
図
書
、
報
告
書
、
雑
誌
・
紀
要
論

文
を
そ
れ
ぞ
れ
検
索
し
て
必
要
な
情

報
を
収
集
し
て
い
た
が
、
例
え
ば
、

「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と
い
う
言
葉

で
関
連
す
る
図
書
も
報
告
書
も
さ
ら

に
論
文
も
同
時
に
検
索
で
き
た
ら
、

大
い
な
る
時
間
の
節
約
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
試
み
が
実
を
結
ぶ
か
わ

か
ら
な
い
の
で
、
最
後
に
筆
者
の
技

能
的
な
情
報
処
理
方
法
を
披
露
し
て

お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
左
手
で
マ
ウ

ス
を
操
作
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

多
く
の
人
は
右
利
き
で
あ
る
の
で
、

メ
モ
を
と
る
と
き
は
マ
ウ
ス
か
ら
手

を
離
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
訓
練
す

れ
ば
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
の
で
、

マ
ウ
ス
を
動
か
し
な
が
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
メ
モ
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
若
干
な
が
ら
時
間
の
節

約
に
貢
献
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

今
月
の
耳
よ
り
情
報

　

先
月
も
つ
ぶ
や
い
た
が
、
最
近
の

出
版
物
の
い
い
か
げ
ん
さ
に
は
目
に

余
る
も
の
が
あ
る
。
思
い
出
す
ま
ま

例
を
あ
げ
る
と
、
今
を
と
き
め
く
経

済
学
者
を
社
会
学
者
と
断
定
し
た
り
、

大
阪
市
大
の
労
働
法
の
大
家
を
当
機

構
の
研
究
員
と
間
違
え
た
り
、
バ
ブ

ル
は
９
０
年
代
後
半
に
は
じ
け
た
と

述
懐
し
た
り
、
と
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
。
引
用
文
献
の
孫
引
き
は
当
然
、

タ
イ
ト
ル
を
間
違
え
る
こ
と
も
日
常

茶
飯
事
で
あ
る
（
な
お
、
例
示
し
た

前
者
２
点
に
つ
い
て
は
、
老
婆
心
な

が
ら
編
集
部
に
電
話
し
て
指
摘
し
た
。

余
計
な
お
世
話
と
思
わ
れ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
放
置
は
で
き
な
い
。
は

た
し
て
再
版
で
訂
正
さ
れ
る
だ
ろ
う

か
）。
こ
れ
だ
け
情
報
入
手
が
容
易

に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
確
認
す
る
の

は
ち
ょ
っ
と
の
手
間
で
あ
る
。
不
確

か
な
情
報
な
ら
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
手
間
を
惜
し
ん
で
ど
う
し
よ
う

と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
ワ
ー
プ
ロ
の

変
換
ミ
ス
も
多
い
。「
に
も
か
か
わ

ら
ず
」
は
「
関
わ
ら
ず
」
で
は
な
く

「
拘
ら
ず
」
で
あ
る
。
ま
た
、
広
辞

苑
も
認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、「
な
か
み
」
は
中
身
で
あ
り
、

中
味
で
は
な
い
。
こ
れ
で
は
「
な
か

あ
じ
」で
あ
る
。
中
味
を「
な
か
み
」

と
読
ま
せ
る
の
は
湯
桶
読
み
で
あ
る
。

天
下
の
岩
波
書
店
が
「
中
味
」
を
認

め
た
と
し
て
も
、
小
子
は
「
中
身
」

を
貫
き
た
い
。
こ
の
よ
う
に
言
葉
に

対
す
る
注
意
力
が
薄
れ
て
き
た
の
は
、

世
の
中
が
忙
し
く
な
る
と
同
時
に
、

情
報
量
の
急
激
な
拡
大
に
よ
り
、
些

細
だ
と
思
わ
れ
た
こ
と
は
、
読
み
飛

ば
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
か
ら

で
は
な
い
か
。
心
血
を
注
い
だ
も
の

し
か
文
化
は
蓄
積
さ
れ
ず
、
一
時
的

に
消
費
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
後
世

か
ら
、
平
成
時
代
は
文
化
の
不
毛
期

と
呼
ば
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
心

配
を
す
る
の
は
、
身
の
ほ
ど
も
わ
き

ま
え
な
い
、
ま
さ
し
く
杞
憂
に
す
ぎ

な
い
が
・
・
・
。
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　当図書館は、社会科学関係書を中心に和書97,000冊、洋書25,000冊、和洋の製本雑誌20,000冊を所蔵している労働関係の専門図書館です。
　労働関係の分野には、労働法、労働経済、労働運動、雇用職業、女性労働、パート派遣、高齢者労働、障害者労働、外国人労働、社会福祉など
があり、これらで、蔵書の半数以上を占めています。この他にも、経済書をはじめ経営学、心理学、教育学、社会学など関係分野に及んでいます。また、
和雑誌（490種）、洋雑誌（220種）、紀要（500種）、組合機関誌・紙についても、受け入れています。
　特色としては、厚生労働省をはじめとする官公庁発
行の統計類などの逐次刊行物、日本経団連など経

営者団体の刊行物や民間研究団体刊行物、社史があり、労働組合に関しては、
労働運動史、ナショナルセンターや産業別組合の大会資料などを継続的に収
集しています。洋書については、特にILO（国際労働機関）総会の議事録や
OECD（経済協力開発機構）の刊行物、各国政府の労働統計書などを収集し
て閲覧に供しています。特殊コレクションは、戦前・戦後を通して労働組合の歴
史的に貴重な原資料を収集、保管しています。

（新着受け入れ図書の詳細は、当機構ホームページの「労働図書館」内「新着図書情報」をご覧ください） 

③谷内篤博著『働く意味とキャリア形成』勁草書房(ⅷ+189+ⅹ頁,B6判) 
知命の坂を越えると、「働くことの意味」など考えるのは気恥ずかしくなるが、著者は多くの著書を参照、
キャリア発達・設計論からその意味を明らかにしようとする。哲学的・倫理学的労働観から、一歩現実味を
おびた労働観研究といえる。生活の充実のためには、その枢要な部分を占める労働の充実こそが重要である。

②二木立著『介護保険制度の総合的研究』勁草書房（ⅷ+304頁,A5判）
本書は、批判的な介護保険制度史である。厚生労働省の非公式文書等にも基づく政策研究の書であると同時
に、著者自身も実態調査を実施、政策研究と実態調査の統合の書となっている。高齢化が進行し続ける日本
社会にとって、これまでの経緯を批判的に分析し、介護保険制度の将来像を描くことは喫緊の課題である。

①大沢真理著『現代日本の生活保障システム』岩波書店（ⅷ+251頁,B6判）
現在の福祉国家は新しい社会的リスクに対応できず、社会参加等が困難な社会的排除が頻出、従来の社会保
障が機能不全に陥り、生活を脅かしているという。格差の拡大、ワーキングプア・生活保護世帯の拡大が、
このような実体に対する現象であるとすれば、著者が主張するように「生活の協同」の再建が必要であろう。

④金谷信子著『福祉のﾊﾟﾌﾟﾘｯｸ･ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ･ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ』日本評論社（ⅹⅰ+288頁,A5判）
ＮＰＯの数的隆盛は著しいが、内実はどうであろうか。予算・マンパワー不足が特に懸念されるが、非営利
法人の本質も客観的に見つめ直す必要がある。本書は米国との比較に基づき、日本の政府と民間セクターの
パートナーシップのあるべき姿を明らかにしようとしている。ＮＰＯの一層の発展には不可欠な作業である。

⑤一條和生他著『シャドーワーク』東洋経済新報社（254頁,A5判）
企業における目に見えないワークスタイルであるシャドーワークは、自分の創造性をフルに発揮できる側面
を持ち、イノベーションを支えているという。多くの優良企業分析から、その特徴を析出しているが、シャ
ドーワークを存分に含む企業が世界を制するとすれば、世界企業はますますシャドー化していくのだろうか。

⑥島田晴雄他著『少子化克服への最終処方箋』ダイヤモンド社（ⅹⅹⅱ+247頁,B6判） 
少子化対策は、政府、企業、地域、個人をまきこんだ政策課題である。小泉内閣で少子化問題に深く関わっ
た著者２人は、国際比較研究も踏まえ、斬新であると同時に具体的・現実的な対策を提案している。しかし
世界情勢を鑑みれば、少子化対策よりも、出生力の減退を前提とした対策こそが必要なのではないだろうか。

⑦内田樹著『下流志向』講談社(231頁,B6判）
⑧水谷英夫著『職場のいじめ』信山社（xiii+237頁,B6判）
⑨井村圭壯他著『日本社会福祉史』勁草書房（ⅶ+164頁,A5判）
⑩冨江直子著『救貧のなかの日本近代』ミネルヴァ書房（v+295+19頁,A5判）
⑪橋本宏子著『戦後保育所づくり運動史』ひとなる書房（327頁,A5判）

⑫辻村宏和著『組織のトラブル発生図式』成文堂（2+3+219頁,A5判）
⑬小峰隆夫他編『人口減少社会の人づくり』日本経済評論社（xiii+334頁,B6判）
⑭青木紀他編著『現代の貧困と不平等』明石書店（327頁,B6判）
⑮田中幾太郎著『本日より「時間外・退職金」なし』光文社（251頁,B6判）
⑯設楽清嗣他著『ユニオン力で勝つ』旬報社（173頁,B6判）

図書館だより
4 月の主な受け入れ図書

開館時間：9:30～ 17:00
休　館　日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日～1月4日）、その他
電話番号：03(5991)5032 ／ FAX：03(5991)5659
利用資格：どなたでも利用できます
貸　　出：和書・洋書とも2週間、5冊までです
※身分証明書（運転免許証、健康保険証など）をお持ちください
レファレンスサービス：図書資料の所在調査などのサービスを行っています


